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１．概要（Summary） 

一部のフェライト粉末には除菌効果があることが報告さ

れており[1]、抗菌塗料としての応用の可能性がある。 

今回、塗料への配合を検討している各種フェライト粉末の

磁化特性を明らかにすることを目的として、山口大学微細

加工支援室の設備を利用して磁化測定を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

振動試料型磁力計（VSM） 

【実験方法】 

フェライトの主成分であるFe2O3および化学組成または

焼成条件の異なる各種フェライト粉末を準備し、これらの

試料の印加磁場に対する磁化の変化挙動を VSM で測

定した。試料は以下の通り。 

(ⅰ) LaFeO3 -1 （試作品-1） 

(ⅱ) LaFeO3 -2 （試作品-2） 

(ⅲ) MnFe2O4 （高純度化学製） 

(ⅳ) Fe2O3 （森下弁柄工業製） 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

VSM 測定の結果を Fig.1 に示す。LaFeO3 および

Fe2O3 は磁場を印加すると磁化が発現したが、非常に弱

く、常磁性を示していた。また、LaFeO3 については、試

作品-1,2の焼成条件が異なることで磁化曲線に違いが見

られ、試作品-2 においては、高磁場で磁化が減少する反

磁性的な特性を示した。一方で MnFe2O4 は、前者よりも

磁化は強く、磁場を取り除くと磁化が小さくなり元の状態

に戻っていたことから、軟質磁性体の磁化特性を示して

いた。 

今後は、これらの各種フェライトを塗料に配合した場合

の抗菌性などを確認する予定である。 

 

Fig.1 Magnetization curves of various ferrite 

particles. 
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